








Social Statification of the Hikone Domain

















































































































































※知行取 487 58 0
荒地取郷士 4 0 0
御扶持方取衆 29 8 0
隠居 *80 *5 0
御小姓衆 22 4(*2) 0
若殿様御小姓当分御雇 *4 0 0
御中小姓衆 15 0 0
御中小姓格幷並 5 0 0
御扶持切米取医者衆 9 1 0
御騎馬徒衆 128 33 0
御切米跡御扶持方取衆 11 0 0
筑後様御近習 13(*10) 0 0
御歩行衆 61 32 0
御歩行格 *4 0 0
御知行取子共年附惣領之分年附 0 *15 0
養子惣領之分年附 0 *2 0
末子之分年附 0 *7 0
弟之分年附 0 *10 0
御切米取子共年附 0 *8 0
伊賀御歩行衆 0 0 20
七十人御歩行衆　脇伊織組 0 0 33
七十人御歩行衆　戸塚佐太夫組 0 0 31










































































はない︒ 「由緒帳」で確認できた は九人 るが︑彼らは五百石以下の家臣の あり︑鉄三郎など井伊家の庶子附の伽頭に雇われていた︒　
御歩行衆は在国六十一人︑定府三十二人︑計九十三人いた︒在国














緒帳」の表紙によれば︑医者を除き︑知行取以下御騎馬徒以上の階層は「侍 と呼ばれており 三御歩行と区別された︒侍と三御歩行は︑前述のように相続 おけ 違いがあるが 儀礼の面 おい も次のような相違点が見られる
（
27）︒侍は御座の間で役職を拝命し︑式日









































関する記載が見られる︒これは小知 家臣に対する手 ︑および勤功への御褒美という形で与えら ていた
（
34）︒しかし︑グラフにすると︑


















































100 未満 103 418 521
100 ～ 199 269 24 293
200 ～ 299 77 0 77
300 ～ 399 44 0 44
400 ～ 499 14 0 14
500 ～ 599 4 0 4
600 ～ 699 6 0 6
700 ～ 799 3 0 3
800 ～ 899 3 0 3
900 ～ 999 2 0 2
1,000 以上 24 0 24














































































20 未満 0 4
20 ～ 39 0 206
40 ～ 59 15 175
60 ～ 79 37 23
80 ～ 99 51 10
100 ～ 119 77 0
120 ～ 139 101 24
140 ～ 159 74 0
160 ～ 179 13 0





































































































































































































































任することがほとんどであった︒厳密な規定によるものではないが︑諸役職に就任する者の給禄は大体次のようにまとめることが きる︒二千石以上の家臣は老中︑中老および旗奉行︑四百石以上の家臣は用人や鑓奉行を勤めた︒二五〇石以上の家臣が弓鉄砲組頭︑母衣役︑城中番頭︑十一口番頭︑側役 鷹用向頭取︑町奉行︑筋奉行︑仕送奉行︑評定目付︑侍宗門改奉行・武具預相兼︑郷中宗門改奉行︑馳走奉行︑小納戸︑御城使 ︑江戸中屋敷留守居役 津蔵屋敷を勤めた︒二百石以下の家臣は目付 普請奉行 作事奉行︑御普請御着到附役︑元方勘定奉行 金 大津蔵 目付︑京都留守居役︑賄地方旅方兼帯 賄︑彦根江戸納戸 鳥毛 間頭︑船奉行 鉄砲奉行 鉄砲玉薬奉行︑玉薬 間 竹 細工奉行 御 米蔵奉行︑松原蔵奉行︑佐野 借用役 皆米札奉行︑代官 侍着到付︑城中十一口着到付︑足軽辻着到付︑小役人着到付を勤めた︒　
この中で︑注目すべきは︑二五〇石以上の家臣の多くが番方と役

















四百石以上の は稽古奉行︑百石～三五〇石 家臣は物主書物奉行を務めた︒そ うち︑弘道館頭取と稽古奉行に千石以上 嫡子が
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表 4　文政十三年諸役職の在職者一覧（4/4）
役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
③定府役人
番足軽支配 3 0 3 0 0
側役 1 1 0 0 0
小納戸（うち 1 人兼帯） 3 1 2 0 0
御城使 1 1 0 0 0
八町堀屋敷留守居 1 1 0 0 0
千田谷屋敷留守居（うち 1 人加役） 2 0 2 0 0
取次 0 0 0 0 0
使番 3 0 3 0 0
目付 2 0 2 0 0
奥方附人 2 0 2 0 0
大御前様附人 2 0 2 0 0
守真院殿附人　陸奥守殿御附人 2 0 0 0 2
賄 2 0 2 0 0
普請作事奉行 3 0 3 0 0
中屋敷目付 1 0 1 0 0
上屋敷見廻り役 0 0 0 0 0
中屋敷見廻り役 1 0 1 0 0
八町堀屋敷見廻り役 0 0 0 0 0
奥方賄 2 0 1 1 0
守真院殿賄 2 0 2 0 0
音信役 3 0 2 1 0
内目付 2 0 2 0 0
旅道具預り 2 1 1 0 0
儒者 2 0 1 1 0
医師 1 0 0 1 0
茶道頭 0 0 0 0 0
直勤書記役（うち 1 人兼帯） 3 3 0 0 0
右筆頭 2 0 2 0 0
留書役 6 0 4 2 0
留書役　年回繰出シ用懸り 3 3 0 0 0
右筆役 5 0 1 4 0
馬役 0 0 0 0 0
奥用役 0 0 0 0 0
櫛役 4 0 0 4 0
桶畳奉行 1 0 0 1 0
鷹方 0 0 0 0 0
御城使方手附役 1 0 0 1 0
於知方附人 1 0 1 0 0
於充方附人 1 0 1 0 0
於尊方附人 1 0 1 0 0
合計 71 11 42 16 2




役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
①在国役人（つづき二）
櫛役 7 0 4 3 0
装束附役 2 0 0 2 0
客立之節給仕役 8 0 8 0 0
糸譜用掛 1 0 0 1 0
奥内用達役 6 0 0 6 0
江戸桶畳奉行 3 0 0 3 0
鉄砲方臺師役 1 0 0 1 0
作事方元〆役改証判役 4 0 0 4 0
畳奉行 4 4 0 0 0
馳走道具頭 2 0 0 2 0
作事方門改役 6 0 0 6 0
筑後方附人 1 0 1 0 0
同所近習 3 0 0 0 3
同所賄 2 0 0 2 0
同所伽添役 2 0 0 2 0
同所伽 3 0 0 0 3
鉄三郎方・銓之介方附人 2 0 2 0 0
※鉄三郎方伽頭 4 0 0 0 4
同所伽役 2 0 0 2 0
銓之介方伽 4 0 0 0 4
豊前方・東之介方附人 2 0 2 0 0
同所賄 4 0 0 4 0
同所伽頭 6 0 0 0 6
同所伽 2 0 0 0 2
善住院賄・直心院賄 2 0 0 2 0
於千代・於久・於登勢附人 2 1 1 0 0
合計 459 64 278 93 24
②弘道館役人
弘道館頭取 7 1 2 0 4
稽古奉行（うち 1 人添役） 3 2 0 0 1
物主奉行（うち 2 人添役） 5 1 4 0 0
学問方 4 3 0 1 0
素読方 17 0 8 8 1
手跡方 6 0 4 2 0
諸用役 3 0 3 0 0
礼節方 1 0 0 1 0
兵学方 0 0 0 0 0
一騎前 2 2 0 0 0
天文方 1 0 0 1 0
医学会頭 1 1 0 0 0
算学 1 1 0 0 0
和学 0 0 0 0 0
合計 51 11 21 13 6
142
表 4　文政十三年諸役職の在職者一覧（2/4）
役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
①在国役人（つづき一）
大津蔵屋敷奉行 2 1 1 0 0
同所目付 2 0 2 0 0
京都留守居役（うち 1 人助） 2 0 1 1 0
賄地方旅方兼帯 6 0 6 0 0
賄 4 0 4 0 0
彦根江戸納戸 7 0 7 0 0
鳥毛中間頭 4 0 4 0 0
船奉行 2 0 2 0 0
※御船方加判 1 0 0 1 0
鉄砲奉行 2 0 2 0 0
鉄砲玉薬奉行 2 0 2 0 0
玉薬中間頭 2 0 2 0 0
竹奉行 2 0 1 1 0
細工奉行 2 2 0 0 0
御用米蔵奉行 3 0 3 0 0
松原蔵奉行 8 2 6 0 0
佐野奉行 1 0 1 0 0
借用役 3 0 3 0 0
皆米札奉行 3 0 3 0 0
代官役 6 2 4 0 0
侍着到付 4 0 4 0 0
城中十一口着到付 4 0 4 0 0
足軽辻着到付 3 0 3 0 0
小役人着到付 3 2 1 0 0
庭奉行（うち 1 人添役） 2 0 1 1 0
買上物改証判役 4 0 4 0 0
内目付 10 0 5 5 0
鷹餌割役 4 0 4 0 0
鷹役（うち 1 人 * 見習） 24 0 8 15 1
儒者 4 0 1 3 0
奉薬加役 2 0 2 0 0
医師 1 0 0 1 0
奥医師 8 0 7 1 0
表医師 18 0 11 7 0
祐筆頭（うち 1 人加役） 4 0 2 2 0
祐筆（うち 5 人留書役） 14 0 7 7 0
馬役頭取 3 0 3 0 0
馬役（うち 1 人 * 見習） 13 0 7 5 1
鷹野先拂 5 0 4 1 0




役職 記載数（件） 重複（件） 知行取（人） 蔵米取（人） 不明（人）
①在国役人
老中（うち 1 人見習） 7 0 7 0 0
中老 2 0 2 0 0
用人（うち 1 人添役） 8 0 8 0 0
旗奉行 2 2 0 0 0
鑓奉行 1 1 0 0 0
弓鉄砲組頭 35 6 29 0 0
母衣役（うち 1 人役母衣） 24 0 24 0 0
城中番頭 6 0 6 0 0
十一口番頭 11 0 11 0 0
側役 10 9 1 0 0
鷹用向頭取 2 2 0 0 0
町奉行 2 2 0 0 0
筋奉行 6 6 0 0 0
筋奉行加役 0 0 0 0 0
仕送奉行（うち 1 人添役） 2 0 2 0 0
評定目付 0 0 0 0 0
侍宗門改奉行武具預相兼 2 2 0 0 0
弓矢頭 0 0 0 0 0
同加役兼帯 2 0 2 0 0
郷中宗門改奉行 3 3 0 0 0
馳走奉行 2 2 0 0 0
小納戸 10 6 2 2 0
御城使役 4 4 0 0 0
江戸中屋敷留守居役 3 3 0 0 0
目付 13 0 13 0 0
普請奉行 2 2 0 0 0
作事奉行 4 0 4 0 0
※御普請御着到附役 3 0 3 0 0
元方勘定奉行 3 0 3 0 0

































に編成されている︒五組の組士は合計二四七人であり︑在国知行取の約五割を占め 組名はその組を支配した士大将の名前によるも であったがが︑ 「由緒帳」には と記され こともある︒この五組は出陣する時に先手二備︑左・右備および後備を構成するものであった
（
50）ので番方であるが︑組士のうち役方の役職に任ぜられ
る者 いた︒②は御中老を筆頭とする諸役職であった︒③は御代官役・御城中御番頭・十一口御番頭・御用米御蔵奉行および松原御蔵奉行が所属しており︑軍事動員する時に領地に残る者たちであった︒以上のどれでもない者は④に入れられた︒なお 御家老・士大将および医者はこの史料に記されていない︒　「士組附帳」と「役附帳」の記載を照らし合わせてみると︑第一に︑医者と諸役職に就任す を除き 残り 知行取家臣はほとんど番方であったことが指摘でき ︒十八世紀末の徳川将軍 の例でいうと︑旗本のうち︑番方でも 方でもな 無役の者 三十九％を占めた
（
51）︒それと比べると︑井伊家における無役の者は極端に少な



























に見えるが︑果たしてそうであろうか︒文政十三年当時︑蔵米うち︑足軽以下から昇格した伊賀御歩行と七十人御歩行は八十四人︑家臣の子息で御騎 ・御歩行に召出さ た者は一二二人いた︒それ以外の蔵米取家臣は二三七人で︑慶長七年の約二・二倍であり︑加封の倍率をやや上回った程度である 蔵米取の増員は 「由緒帳」によれば家中の次三男 分家を取立させ 例が多いが︑浪人・陪臣の取立︑大奥老女 勤功を賞して名跡を残させた例もある︒　
以上述べてきたように︑領内支配機構が整備されるに従い︑家臣













いた︒両者は︑相続・御目見の仕方・役職の任免において大きな違いがあった︒注意すべきは︑徳川取立大名の家臣団編成は︑徳川将軍家の番方・役方の組織を模倣して作ら ることが多いと考えられがちである ︑井伊家はそうではなく︑独自の組織を有した この点においては︑同じ徳川取立大名の尾張徳川家と異 り︑旧族大名の萩毛利家に近いと言わねばならない︒　
次に︑井伊家の家臣は︑給禄の支給方式において知行取と蔵米取
に区別された︒両者は︑諸役職に対する就任率・騎馬の資格において異なった︒知行取と蔵米取を合わせて︑ 臣団の全体的な石高布の傾向として︑千石以上の家臣が僅少で︑二百石未満 家臣が約七割を占めた︒この点においては︑領地 規模や家臣団の人数が異
十九世紀前半彦根井伊家の身分構造
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なるものの︑萩毛利家や尾張徳川家と共通する︒すなわち︑三家ににおいて︑千石以上の石高は︑家老や士大将を勤め︑広大な領地と自前の家臣団を有した階層を示す基準として使われていた︒一方︑千石未満 に関しては︑給禄で役職の就任・生活様式などが明確に規定されているわけではなかったが︑三 もに物頭の給禄は二百石以上が基本であったの ︑それ未満は平侍と見てよいだろう︒　
このように︑所属階層・給禄・相続・御目見・役職・騎馬の資格
は︑いずれも近世武士の地位を評価する基準であった︒注意すべきは︑家臣団全員がこれらの 準 同じ評価を得 わけで なかったことである︒彦根井伊家の場合︑三御歩行は全て蔵米取であったが︑侍は知行取と蔵米取の双方を含んでいた であ ︒侍 徳川将軍でいう御目見以上の資格を有し︑知行を与えられた者はさらに騎馬が許されていた︒したがって︑全ての基準におい 優位であったのは知行百石以上の侍のみで︑それ未満は基準ごとに評価が異なり︑地位の不整合
（
56）があった︒家臣団の下層部に地位の不整合があったの























































































五郎の名前は「隠居」の部分にもあり︑ 「寅三十六歳」 「他堅次父」と注記されている︒他堅次は御扶持方取衆であり︑ 「本知三百石︑十五人扶持記されている︒これらの記載によれば︑甚五郎が文政十二年に隠居したことにより︑他堅次が土田家を継いだことは明白である︒甚五郎の名前が抹消されずに残っ のは︑単なる作業のミスか︑張 紙が脱落したなどの可能性が挙げら る︒
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一両で米一石を買うことができた（岩橋勝『近世日本物価史の研究』大原新生社︑一九八一年︑四六四頁） ︒一俵は四斗入りなので︑米一石は二・五俵に相当する︒一両で約一・九 を買うことができた︒五両二分で購入きる額は約十俵余で︑知行十 余に相当する︒
（








37）  『侍中由緒帳』第八巻︑三〇八～三二〇頁︒なお 岡本半右衛門は文政元年に三十石を加増されたため 「分限帳」では一 取として登録されている︒
（













勤めた上林覚治は四人扶持︑御儒者飯田貢の養子で「家芸」のために御直勤書記役見習を勤めた飯田一蔵は五人扶持を与えられた（ 「跡絶帳」第五冊︑「侍中由緒帳」第三十六号・四十五号） ︒また︑浪人で高麗流八條家馬術が得意な伊藤佐馬太郎は文政八年（一八二五）に十人扶持を与えられ︑同十三年に御騎馬徒に取り立てられ︑十人扶持 加増され （ 「侍中由緒帳第五 七号） ︒
（
43）  「被仰出候事共之留」 『彦根藩の藩政機構』二三〇頁︒
（















































就いている旗本の惣領・次三男を五番方の番士と 登用する制度があったが︑十八世紀以降は当主が長年勤務することや武芸に優れることを条件とする「惣領番入」制に切り替えた（横山輝樹「惣領番入制度︑そ 成立と意義──吉宗期の武芸奨励と関連して──」 『日本研究』第四十五集︑国際日本研究センター︑二〇一二年︑五十三～五十四頁） ︒福岡黒田家は十七世紀後半において︑従来のように家臣の子息を全員召抱えること ず︑知行取の子息 御歩行衆などを勤めさせる が精一杯であると う法令を発布した（服藤弘司『相続法の特質』創文社︑一九八二 ︑五一九頁） ︒
（
59）  『彦根市史』上冊︑六二四～六二五頁︒
